
1 

 

 
                          
 

第 1４回 大鹿村リニア連絡協議会を開催 
・リニア工事による影響調査の情報や住民意見などを共有し、リニア工事全般に関わる事項につい

て連絡調整を行うことを目的に、ＪＲ東海、施工業者、長野県、大鹿村及び住民による「大鹿村リ

ニア連絡協議会」が１２月１８日に交流センターに於いて、関係者 57名が出席し開催されました。

また、飯田市より担当職員が出席し、大鹿村のリニア工事で生じる発生土の活用について説明が

ありました。以下に概要をお知らせします。 

 1① (主)松川インター大鹿線改良工事について（長野県より）  

 

 

 

 

 

 

リニア中央新幹線情報 No.44 
大鹿村役場総務課 

令和２年１月１５日 

○飯田市では、リニア本線並びに関連事業で 200件弱の住居移転が必要となっており、代替地と

して宅地造成を計画しています。 

○宅地造成予定地は農地（田）であり軟弱地盤のため、土の入れ替えが必要となります。このた

め、飯田市では松川ダムの堆積土等の活用も検討しましたが、災害時の液状化現象が発生しにく

いトンネル掘削土を利用して、より安全な宅地造成を行いたいと思います。 

○運搬土量 約 30,000～35,000 ㎥ ＊最大 100台/日（片道） 

○運搬時期 令和 2年 3月～令和 2年 9月（予定） 

  

 

 

●長野県では、道路拡幅工事と法面防災工事が重複する大林建材～半の沢までの間において、河川内
道路の利用を計画しています。道路の利用期間については、現在関係機関と調整中です。 

●河川内道路の利用計画案（河川内道路の延長 ３.３ｋｍ） 
１．利用方法 ：一方通行（大鹿村→松川方面の車両） ※大鹿方面への車両は現道を利用。 
２．利用時間帯：７：００～１７：００（平日）※夜間及び土日・祝日は現道を交互通行とします。 
３．利用期間 ：道路拡幅工事・法面防災工事中 ※拡幅工事の着手までに利用できるようにしたい。 
４．維持管理 ：道路区域認定をして、他の県道と同様に長野県で管理します。 

〇道路拡幅工事（区間１・２）は現在工事発注準備中です。 

〇道路拡幅工事（区間３・４）は契約手続きが終わりました。 

〇防災工事（全８箇所）工期：令和２年４月中旬頃までを予定 

〇区画線工事（西下トンネル大鹿村側坑口）契約手続きが終わ

りました。 

※発生土置き場では、
大型土のう等による

補強工事を計画して
います。今渇水期にお
いて工事予定。 

■飯田市より 南アルプストンネル発生土活用の概要について 
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■小渋線 工事用車両通行台数の実績（１１月）について 

南アルプス長野工区 １２．９台/日 

青木川工区 １１．０台/日 

耕土運搬 ２１．７台/日 

※工事用車両台数は、月延総台数を 1月当りの工事稼働日数で割り戻した数値です。 

※耕土運搬台数は１０月～１１月までの月別日平均の往復台数です。 

1② 南アルプストンネル工事について  

 

【小渋川非常口】 

 

 

 

 

 

【除山非常口】 

 

 

【釜沢非常口】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■南アルプストンネル（長野工区）工事用車両通行台数 

  

松川インター大鹿線 

福徳寺 

（県道 赤石岳公園線） 

除山非常口方面 

沢戸橋 

（村道 上蔵河原線） 

小渋川非常口方面 

2019年 ８月 １２．３台/日 １３．９台/日 １９２．２台/日 

     ９月 １０．７台/日 １２．９台/日 １８３．７台/日 

   １０月 １２．０台/日 １７．６台/日 １７８．９台/日 

    １１月 １２．９台/日 ２０．７台/日 １７２．７台/日 

※工事用車両台数は、月延総台数を 1月当りの工事稼働日数で割り戻した数値です。 

 

・ヤードの造成工事が完了し、斜坑掘削の準備工事を

行っており、今年度中に斜坑掘削を開始する予定で

す。 

・発生土置き場（旧荒川荘）の造成作業及び県道の拡

幅工事について概ね完了しています。 

・発生土仮置き場 B（三正坊）は 10 月より造成工事

に着手しています。 

・発生土仮置き場 A（除山非常口横）について、東側

への拡幅計画の検討を進めています。 

・今後、地権者ならびに地区の皆様に説明の上、協議

を進めていきます。 
仮置き場 B（三正坊）現況 

・先進抗の延長約 1600ｍのうち、約 1割の掘削が完 

了しました。 

・大鹿村総合グラウンドは、照明設備や安全設備等の工

事を進めており、引き続き発生土による造成を行いま

す。 

大鹿村総合グラウンド造成状況 
・斜坑延長（1,850ｍ）の約 6 割の掘削が完了して

います。 
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■伊那山地トンネル（青木川工区）工事用車両通行台数 

  

下青木薬師堂前 

 

大鹿村役場前 

 

大鹿中学校前 

 

2019年 ８月 ８９．４台/日 ８９．６台/日 ９２．８台/日 

     ９月 ９３．０台/日 ９５．０台/日 ９５．０台/日 

   １０月 １１２．０台/日 １１４．０台/日 １１２．０台/日 

    １１月 １０７．０台/日 １１１．０台/日 １１９．０台/日 

※工事用車両台数は、月延総台数を 1月当りの工事稼働日数で割り戻した数値です。 

■工事用車両迂回路の整備状況等について 

 

 

 

1③ 伊那山地トンネル（青木川工区）について  

■青木川非常口ヤードの施工状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■儀内路基盤整備事業 施工状況 

 

 

 

 

○工事用桟橋①は、河川内の工事を行っており、今年 3月 

頃の完了を予定しています。 

○小渋川左岸の迂回路造成工事は、河川管理者等と協議が整 

い次第、着工します。 

・現在、ヤード内既存残土の儀内路基盤整備事業への搬出が概ね完了し、土砂ピット部の掘削を行ってい

ます。 

・今年 1月から坑口部の押さえ盛土、トンネル仮設備部の地盤置換え及び仮設備の設置を行います。 

・なお土砂ピット部の埋戻、地盤置換及び坑口部の押さえ盛土の材料として、良質土が必要となりその材

料として小渋川非常口の発生土を活用する計画です。（土量は約 2,000 ㎥） 

・搬入時期は 1月上旬から 1ヶ月程度、運搬台数は約 100台/日（往復）を考えています。 

・トンネル掘削は、夏頃から開始する予定です。 

 

・現在、土運搬・盛土工事が概ね完了し、整地作業を行っています。 

・国道の舗装が傷んだ箇所は、道路管理者と調整のうえ、3月に舗装補修工事を行う予定です。 

青木川非常口ヤード 

桟橋①施工状況 
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1④ 国道１５２号改良工事の施工状況について  

 

 

 

 

 

 

 

 

1⑤ 深ヶ沢発生土置き場（工事計画）について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次回（第 15回）開催日程等について 
・次回開催時期を令和２年３月２４日（火）、または２５日（水）とし閉会しました。 

・区間１（堂垣外）：11月より工事着手（3月完了予定） 

・区間２（ 〃 ）：10月より工事着手（1月上旬完了予定） 

・区間３（下古川）：春から調査実施予定 

・区間４（上古川）：行政申請（農振除外）手続き準備中 

○工事用車両の運行：最大台数 240/日（往復） 

○運行ルート：国道 152号を使用 

○安全対策にいて 

 ・交通ルールの順守、地元車両、一般車両の最優先 

 ・退避所の設置、信号、誘導員の配置、安全看板の設置 

 ・路面の清掃 

※退避所の設置位置等は現在協議中 

○環境保全 

 ・環境保全計画・管理計画等をとりまとめ HPで公表します。 

区間１施工状況 区間２施工状況 

■中部電力による送電線工事について 

・中部電力より工事の進捗状況について説明がありました。北の原地区（No26・No27 鉄塔）につ

いて伐採が完了しており No27鉄塔については基礎工事に着手・掘削が完了しているとの報告があ

りました。また、ヘリのデモ飛行については令和２年度上期を予定しているとの説明がありました。 

 


